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3月 20日(日)原井小学校新校舎の竣工式が行われました。その

後の記念式典において、児童 口保護者 ・卒業生 口教職員による校

歌斉唱が行われました。新しい校舎での生活を期待して、歌声が

屋体中に響き渡りました。

|1主 な内容 ||     ‐

◇原井小学校新校舎が完成しました………………………………… 2、 3

◇人事異動をお矢□らせします…………・……………………………… 4、 5

◇平成17年度浜田市当初予算の状況……………………………………… 6

◇事業|こ対する助成を紹介します…………………………………………… 9
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平
成
１５
年
度
か
ら
建
設
を
進
め
て

き
た
市
立
原
井
小
学
校
の
新
校
舎
が

完
成
し
、
去
る
３
月
２０
日
区
陵
工
式

を
行
い
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、
旧
校
舎
が
度
重
な
る

水
害
な
ど
の
影
響
に
よ
り
老
朽
化
が

進
ん
だ
た
め
、
良
好
な
教
育
環
境
の

整
備
を
目
的
と
し
て
、
片
庭
町
か
ら

港
町
へ
移
転
新
築
し
た
も
の
で
、
総

面
積
約

一
万
九
千
平
万
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
に
、
延
べ
床
面
積
五
千
六
百
平

方
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
校
舎
棟

・
屋

内
運
動
場
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。

校
舎
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
旧
校

舎
の
思
い
出
を
引
き
継
ぐ
場
所
と
し

て
、
校
舎
棟
の
中
間
位
置
に
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
を
配
置
し
、
旧
校
舎
の

講
堂
ほ
あ
っ
た
飾
り
天
丼
や
ス
テ
ー

ジ
正
面
壁
の
飾
り
枠
な
ど
を
移
設
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
校
舎
の
階
段

の
手
す
り
や
腰
壁
板
を
再
利
用
し
た

憩
い
の
ベ
ン
チ
も
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
建
物
の
ツ
マ
部
分
Ｅ
木

目
調
の
デ
ザ
イ
ン
を
施
す
な
ど
、
７０

年
あ
ま
り
ほ
わ
た

っ
て
児
童
を
ほ
ぐ

＜
ん
で
き
た
旧
木
造
校
舎
の
イ
メ
ー

ジ
を
残
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
”

路
か
れ
た
掌
ほ
を
〓
指
し
て

原
井
小
学
校
は
、
地
域
Ｅ
根
ざ
し

た
地
域
開
放
型
学
校
づ
＜
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
特
別
教
室
棟
の

一
部

（大

会
議
室

・
和
室

。
家
庭
科
室

・
音
楽

室

・
図
工
室
）
を
学
校
行
事
Ｅ
支
障

の
な
い
範
囲
内
で

一
般
に
開
放
し
ま

す
。
利
用
ほ
つ
い
て
は
、
浜
田
公
民

館

（な
②
９
３
５
８
）
に
お
問
い
合

わ
せ
＜
だ
さ
い
。

さ
ら
区
、
学
社
融
合
拠
点
施
設
の

モ
デ
ル
校
と
し
て
、
地
域
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
家
庭
や

地
域
と
と
も
区
子
ど
も
を
育
て
て
い

＜
こ
と
を
基
本
区
置
き
、
学
校
と
地

域
の
融
合
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
日
常
的
に
学
校

を
訪
問
し
て
も
ら
い
、
休
憩
時
間
に

子
ど
も
と
遊
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
地

域
と
学
校
が

一
体
と
な

っ
た
新
し
い

環
境
づ
＜
り
を
、
安
全
管
理
意
識
を

高
め
な
が
ら
進
め
て
い
＜
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
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原丼 fJl事膜 の略歴

明治 6年

8年

大正 5年

6年

12年

8召亦B4女=

7年

8年

12年

27年

40年

42年

43年

44年

宝珠院|こて原井小学校倉」設

浜田教員伝習所の附属小学校となる

現在地|こ原井校新校舎落成

保護者会倉」立

島根県女子師範学校代用附属小学校

となる

校章 ・校旗制定

原井小学校の火災

(講堂を残して全焼)

現在地|こ新校舎建築落成 (現校舎)

学校給食場新築

代用附属小学校終わる

文部省道徳教育研究校|こ指定

原井歩道橋完成、制服制定

校章を改める

プール竣工、才リンピツクメダリス

ト福井選手 (本校出身)を招いてプー

ル開き

45年 日 本
一健康優良学校受賞

46年 全 日本健康優良学校発表大会開催

学校安全文部大臣表彰、総理大臣表

彰

48年 開 校百周年式典挙行、科学技術庁長

官賞受賞

58年 集 中豪雨|こより校舎床上浸水

平成元年 文 書B省指定おし歯予防推進校発表大

会開催

2年  全 日本よしヽ歯の表彰 ・全国最優秀文

1 部大臣賞

3年  日 本 PTA全 国協議会会長賞受賞

19年  文 部省指定同和教育 。人権教育研究

発表大会開催

14年 パ ソコン教室整備

16年 木 造技舎あ別れ記念行事を開催

17年 新 校舎竣工、移転開校

広報|ままだ :平成17年 4月 15日暑

(原井小学校校舎改築期成同盟会)



人事畏動をお細らせします
4月 1日付けで人事異動を行いました。係長級以上の異動と新規採用者、退職者をお知らせします。

浜 田 市
【部長級】

新 役 職 名 氏  名 以前の職名など

教育部長 浅日  勇 教育総務課長

水道部長 柿谷 恵 之 下水道課長

消防部長 濱崎 洋 祐 消防部庶務課長

【次長級】

新 役 職 名 氏  名 以前の職名など

経済部次長(事務取扱)

企業立地・雇用推進室長
湯屋□初賓 経済部次長

【係長級】

新 役 職 名 氏  名 以前の職名など

農林課農林振興係長 猪本迫幸子
福祉総務課保険係主任

主事

商工観光課商工係長 杉本 治幸
市町村合併推進室市町村

合併推進係専門員

企業立地・雇用推進室

企業立地・雇用推進係長
奈テネ扇   抑多

市町村合併推進室市町村

合併推進係長

建設企画課国県事業係長 目 下 兼二 建設整備課土木係長

駅北開発推進室開発係長 三浦 新悟 農林課農林土木係主幹

建設整備課土木係長 河野 広 幸 下水道課公共下水道係長

建築住宅課住宅管理係長 神山 真 治 文化振興課文化財係長

下水道課公共下水道

係長
桑原 喜夫

下水道課公共下水道係

主幹

議会事務局庶務係長 這  寿 施
地域政策課地域振興係長

(兼職)男女共同参画係長

教育総務課学事保健係長 岡日 泰 宏 情報管理課情報化推進係長

文化振興課文化財係長 原  裕 司
文化振興課文化財係主任
主事

浜田市立長浜幼稚園教頭 坂根 示□子 浜日市立美川幼稚園教頭

浜田市立美川幼稚園教頭 虜瀬 美 子 浜田市立長浜幼稚園教頭

【課長級】

新 役 職 名 氏  名 以前の職名など

市民課長 (事務取扱)

連絡係長
小澤 書子 環境課長

徴収課長 稲垣 滋 久 議会事務周庶務係長

水産課長 江本  弘 総合調整室政策推進係長

建設企画課長 正連山 茂
建設企画課長 (兼職)

駅北開発推進室長

駅北開発推進室長 平 中 雅孝 駅北開発推進室開発係長

建設整備課長 佐々不 満 建設企画課国県事業係長

下水道課長 稲垣 俊典 建設整備課長

福祉総務課長 サ崎 功二
llP康長寿課専門員 (浜日

地区広域行政組合派遣)

病院建設対策準備室長 三浦 直生
福祉総務課長(兼職)
病院対策準備室長

健康長寿課専門員(浜日

地区広域行政組合派遣)
河内 守正 農林課農林振興係長

環境課長 惑美須 晃 水道部次長

教育総務課長 桑本 春美
市民課長 (事務取扱)

連絡係長

生涯掌習課長 末日  1多 徴収課長

文化振興課長 山根  稿 商工観光課商工企業係長

水道部次長 石井 信 害 水産課長

庶務課長 金日 致 博 警防課長

警防課長 杉浦 裕 正
(浜日地区広域行政組合

浜田消防暑長)

【新規採用】

新 役 職 名 氏 名

地域政策課主事 有日 裕也

税務課主事 桑本 敬将

地籍管理課主事 不藤 憲
一

建築住宅課技師 占言B 順 也

教育総務課主事 □∞ 博之

文化振興課主事 重日 俊 介

【係長級】

新 役 職 名 氏  名 以前の職名など

総合調整室政策推進係長 森脇 昭 彦 総務課防災交通係長

総務課庶務広報係長 桃木 昌 徳 市民課住民異動係長

総務課防災交通係長 木原 圭司
地籍管理課地籍調査係
主任主事

市町村合併推進室

市町村合併推進係長
本屋 晴 子 福祉総務課保護係主任主事

市民課住民異動係長 中国 示□紀 建築住宅課住宅管理係長

地域政策課地域振興係長

(兼職)男女共同参画係長
坂日  歩 教育総務課学事保健係長

情報管理課情報化推進係長 井上 隆嗣 人事課人事係主任主事

情報管理課統計係長 中根 正 人 健康長寿課健康推進係主幹

【退職・3月 31日付け】

氏  名 以商の職名など

桑日  巌 教育部長

中村 勝久 /‐」K道部長

許日) 靖只」生涯学習課長

高松 政 美 文化振興課長

村田キミヱ 管財課管財係主幹

佐々本哲夫 管財課管財係班長

大谷 若美 管財課管財係主幹乗務員

馬畢  1党 子 福祉総務課保険係主幹

杉浦  泉
健康長寿課高齢者福祉係
主幹

地コ」コ 師生 教育総務課庶務係主幹

津 日 律子 原井幼椎園教諭

香 ) 光子 佐野小学校班長

大屋 勝 子 有福小学校班長

広報|ままだ i平成17年4月 15日暑  4



【部長級】

浜 田地 区広 域 行 政組 合

乳
旨言言唾唇圏

蹴打F打用'こ

労
働
保
険
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

保
険

（労
受
保
険

上
屋
用
保

加
入
し
て
い
る
事
業
主
は
、

新
の
手
続
き
を
５
月
郷
日
⑥

行

っ
て
＜
だ
さ
い
。
な
か
、

を
正
し
＜
行
っ
て
も
ら
う
た

告
書
相
談
受
付
を
開
催
し
ま

ま
た
、
農
林
水
産
事
業
の

一
部
を

除
き
、
労
働
者
を

一
人
で
も
一屋
用
し

て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
ほ
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

未
加
入
の
事
業
主
ほ
浜
日
労
働
基
準

監
督
暑
へ
相
談
し
て
＜
だ
さ
い
。

○
申
告
書
相
談

・
４
月
郷
日
佃

午
前
１０
時
～
午
後
８
時

（浜
田
建
設
会
館
大
会
議
室
）

・
５
月
１２
日
側

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

（い
わ
み
―
る
４
０
１
研
修
室
）

・
５
月
１９
固
閃

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

（浜
日
建
設
会
館
大
会
議
室
）

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
労
働
基
準
監

督
署

公

②
ｌ
８
４
９

【係長級】

新繊職名 氏  名 以前の職名など

総務課 緑 弾係長 斎藤 博 之 総務課 消 防主任

警防課 通 信指令
センター設置係長

中村 正 利 総務課 経 理係長

浜日消防署 第 二係長 属肺 亭
― 浜日消防暑 美 文出張所長

浜日消防署 美 又出張所長 大羅 興 双 浜日消防署 筑 二係長

浜日消防署 弥 栄分這所長 本国 教 司 浜日消防署 消 防司令補

浜日消防署 消 防司令補 琴野 正 義
浜日消防署 美 又出張所

消防千年

浜日消防署 消 防司令補 吉野 貝J雄
浜日消防署 三 隅出張所
S肖愉 + 4‐

【課長級】

前の職名など

(浜田市職員派遣)

消防次長(兼)警防課長
浜日消防署長

【新規採用】

総務課付 (消防士

総務課付 (消防士)

総務課付 (消防士)

【退職・3月 31日付け】

【係長級】

【解除・3月 31日付け】

犬や補はEEしく観いましょう

最近、犬や猫を飼う人が増えており、これ|こ伴い飼い方を

巡るトラブルも増えています。他人|こ迷惑をかけないよう十

分な心配りとしつけをしましょう。動物は終生、愛情をもっ

て飼って<だ さい。犬や猫が飼えな<な った場合ほ、適正|こ

飼える人に譲るか、それができないときは保健所|こヨき取り

を求めましょう。捨て犬、捨て猫|よ絶対|こしないで<だ さい。

場所 浜 田保健所

※ 事 前|こ予約が励要です。

引取動物 犬 と獨

期日 毎 週月、文躍日 午 前 88寺30分～午後 5時 (土、国、

祝日を除<)

○巡国による引き取り

引取動物 犬

事前|こ予約が魅要です。保健所へ犬を連れて行<こ とが困

難な場合のみ葛き取ります。予約受付後、保健所から場所と

日8寺を連絡します。

申し込み コ問い合わせ先 浜 日保健所 (a④ 5558)

広報はまだ !平成 17年 4月 15日暑



予算編成の概要

浜日市は、国の三位―1/1・の改革|こ伴う地方交付税などの大幅な減額|こより、平成16年度以降lBllめて厳しい員オ政状況こあ

ります。そのため、平成17年度当初予算の編成|こあたっては、平成16年度|こ導入した行政評価結果を反映し、さら|こ予算

要求基準 (ンーリング)|こおける
一般経費 2%カ ットを実施し、歳出全般|こわたる徹底的な見直しを行いました。

この結果、平成17年度の
一般会計予算総額は、174億5,000万円となり、前年度の肉付す後の実質的な当初予算 (178億

6,810万円)と 比較して、金額で4億 1,810万円の減、率こして23%の 減となりました。また、今回の当初予算こほ合併

関係経費が含まれており、それを除<実 質の浜日市当初予算は162億3,475万円で、前年度比較で91%の 減の緊縮型予算

となっています。

あんしん歩行工リア交通安全施設等整備事業

ふるさとメール配1言事業

市町村合併電算統合事業

国指定統計調査費

健康診査事業

中心市街地商店街活性化事業

国土調査事業

浜田駅北地区整備事業

学校支援員配置事業
ノ」ヽ学校施設大規模改造事業

長浜小学校敷地測量事業

学校給食センター移転改築事業

一般会計の主な事業  ( )は 事業費

市町村合併準備費        (114,744千 円)

庁舎駐車場整備事業       (309,500千 円)

電子申請受付システム整備事業   (5,273干 円)

(単位 :万円)

会  計   名
平成17年度
当初予算額

般 言十 174得事5,000

特

局」

会

言十

国 民 健 康 保 険 40イ憲5,817

駐 車 場 事 業 51442

住 宅 新 築 資 金 貸 付 事 業

公 設 水 産 物 仲 買 売 場 1,836

老 人 保 健 医 療 事 業 481意2,688

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 2,729

国 民 宿 舎 事 業 1信89

公 共 下 水 道 事 業 61重6,984

農 業 集 落 排 水 事 業 7,277

言十 272信8,345

市 民 1人 あ た り歳 出 の 状 況

平成17年2月末現在の人□46,303人より

1人あたり376,865円

公債費54,105円

端数ほすべて四捨五入しており、合計ほ必ずしも
一致しません

(630千円)

(791,011千円)

(24,604千円)

(76,813干円)

(4,000千円)

(42,963千円)

(88,000千円)

(37,854千円)

(2,751千円)

(25,000千円)

(2,940千円)

(23,241干円)

※ 各 事業の内容ほ浜日市ホームベージこ掲載を予定しています。

平成17年度 一般会計歳出の内訳

そのほか 21 %
3億5, 9 6 1万円

総務費 168%
29億3,914万円

公債費 14400
2 5億5 2 0万円

174億5,000万円

衛生費 137%
23億8,‐787万円

商工費 34 %
6億74万円

農林水産業費 31%
5億3,819万円

※ 各 目的別経費を前年度と比較すると、合併準備経

費計上|こより総務費320%増 、原井小学校建設終了

|こより教育費413%減 となっており、大型投資事業

を抑えを合併準備型の予算編成となっています。

会 計
平成17年度
当初予算額

会 計
平成17年度
当初予算額

水道事業
H又益白匂J又ア、 10億3,401 資本的収入 8億 7,989

収益的支出 10信 561 資本的支出 12億2,445

議 会  費 5,160円

災害復旧費 645円

紹

７

，

４ ３８

ぽ

抑
民

衛生費51,571円

土木費25,955円 商工費12,974円
農林水産業費
111623円

広報はまだ :平成 17年 4月 15日暑



王水道束毒1点の通行石活|ド凄‐‐わリーま|した
下府町内王水道交差点 (県道日所国府線と国

道9暑交差点)が改良され、信暑機が設置されま

した。この信暑機はセンサーと押しボタンで変

わり、県道から国道への合流がスムーズこ行え

ます。

1 県 道から浜日万面への合流は信暑|こ関係な

<専 用左折レーンから合流できます

2 県 道から江津方面へ向かう右折レーンは、

センサーで正面の信暑機が青|こなります

3 歩 行者は押しボタンを押すことで歩イ子者用

信暑桜甥ゴ嵩こなります

4 県 道から信暑待ちをする際は、踏切内で停

車しないよう特こ注意して<だ さい

交差点についての問い合わせ先

浜日警察署交通課 (a② ol10)

浜日国道維持出張所技術係 (a② l133)

飾
花
プ
ラ
ン
タ
ー
を

配
布
し
ま
す

３
月
１５
日
か
ら
５
月
３‐
日
ま
で
の

期
間
は
春
の
緑
の
募
金
期
間
で
す
。

市
内
の
緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

県
産
材
製
プ
ラ
ン
タ
ー
を
無
償
で
配

布
し
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、

第
郷
回
全
国
豊
か
な
海
づ
＜
り
大
会

会
場
や
中
国
０４
総
体
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
会
場
な
ど
で
使
用
さ
れ

た
も
の
で
す
。

ま
た
当
日
は
あ
わ
せ
て
苗
本

（１

５
０
本
）
の
配
布
と
街
頭
募
金
活
動

を
行
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
勢
日
０
　
午
前
９
時
ぢ

場
所
　
一三
階
山
森
林
公
園

配
布
総
数
　
８０
個

そ
の
ほ
か
　
先
着
順

（な
＜
な
り
次

第
終
了
）
１
人
１
個

※
　
配
布
品
区
花
、
土
、
植
え
付
け
用

の
プ
ラ
ン
タ
ー
ほ
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　
曲辰
林
課

（ａ
内
線
２
３
４
）

魯     l T サ ポ
ー
ト 室 閉 鎖 の お 知 ら せ      書

富  浜 田市民集会所|こパソコンの常設ル
ームを設置して、IT講 習会・パソコン相談などの事業を実施してきた「浜  豊

啓 田 市 IT推 進サポ
ート室」は、 3月 31日をもつて閉鎖しました。                       督

畳  こ の間、多<の 皆さん
こ利用してもらい、パソコン初心者を支援して情報化を推進するという中

期の目的を達
 盤

岳 成 できをものと者えています。                                      コ

暑  な か、 IT講 習会|こついては、今年度も公民館などを利用して継続する予定です。              昔

畳  ま た、しヽわみ
一る4階 の県立西部情報化センタ

ー (a④ 9346)で も、出前請習 ・パソコン研修 ・パソコン
 醤

害 よ
ろず相談などの支援を行っていますので利用して<だ さい。                       讐

魯  【 サポート室の利用状況】                                      摯 ,

博予
千■

■

I T言 華 ヨ刃た導 者 =妻 妾 67カ  文 1 ∩ 力01 氏0代 火 9 ^10火

パツ司ッ本輔準 (電言舌) 123人 187人 198人 508ノ人ヽ

パツ司ッルーム督 |フ出tタ 50イ牛 138イ牛 150件 338イ牛

害         |  I T言 華 ヨ刃た導 者 =妻 孝             1      67カ 文  1    1 ∩ ヵ01  1      氏 0代 火  1    9 ^10大   1  晋

辞詩
輩旨

辞笛

辞者

督
畳
問い合わせ先 情報管理課 い 内線27 4 ) 激

懸募 コ崇立華 =皐ユ輩争穀 離 i摩 '革 増 '筆 撃■離 ittitti皐 帥 豪 ゼ 最難 離 コi事イi隷 臣 ■撃 も埠 詠■蘇 P類 1報 も親 罪 i串も 靖1謀 i難■球J工魯塩 謀 ■離■離 コ線■離 i章狩離 轟

| パ ツ司ッ相誰 (電話)      1    123人  1    187人  1    198人  1    508人  1 督
辞驚

| パ ノ`¬ ノ`サ|ターム督 |夕出 |′   1    局 0件 1   138件  1   150件  1   338件  |

広報|ままだ :平成 17年 4月 15日暑



ホ ー

Hol
り ‐ ラ ビ ッ ツ

v Rabbitsi (神聖なウサギ)

寒い冬の間、ぐつすり掘つていた緑が目覚め、風暴

が鮮か|こ染まりました。そう、春です 1日本で春とい

えば、花見の季節です。きさんも、桜の開花を待ちこ

がれて、春の訪れをピクニツクや俳句作りなどで祝い

ますね。欧米で春と言えば、イ
ースターの季節です。

きさん、イエスタTの 季節を矢Bつていますか?

現代のイースターは、キリスト教の
一番大事な行事

です。日本語|こ訳したら、「復活祭」|こなります。つま

り、処刑されたイェス復活の記念です。欧米では子供

たちがイースターの季節|こ親戚と友違からテヨコレ
ー

トの卵をもらう習4目があります。ですから、イ
ースター

でもつとも象徴的なものは、子供ほイ
ースターエツグを

渡すイースターバニーです。しかし、このウサギと卵は、

キリスト教とどのような関係があるのでしようか ?

特|こ関係はありません。実は、イ
ースターの起源ほ

キリスト教より古いのです。昔から、世界中の様々な

人々は卵と春を関連づけていました。割れた卵の殻か

ら出て<る ヒヨコほ、冬から春にかけての新緑の象徴

で、繁殖力が強いウサギは、自然の再生力を象徴しま

した。しかし、この二つのものはなぜ統合されたので

しようか?

昔のヨーロツパ人はEostreという女神を信じていま

した。この女神ほ暁と春の神で、彼女が冬眠すると、

春が終わり、緑がな<な ると思われていました。目覚

めた8寺に、再び春が<る ことから、毎春、女神の国覚

めを祝って、「イーストラの祭」が行われるようになりま

浜田市国際交流員 デ イビツドロベスト
ー

した。この春の女神|こついて、面白い神話があります。

ある春のこと、イ
ーストラほ羽が折れて飛べな<

なった鳥と出会いました。「飛べないから、すぐ|こ食ベ

られてしまう。」と思ったイ
ーストラは、その鳥をウサ

ギこ変勇させました。そのかかげで、飛べな<て も捕

食者から逃|ずられるよう|こなりました。ウサギ|こ変勇

させられたの|こ、 1年 十こ1圏だけ卵を産おことができ

ました。その卵ほ普通の卵ではな<、 赤や蕎そして緑

など色のついた卿でした。そして、毎年人間の子供が

その 「イーストラのエツグ」を探しにいきました。

時が過ぎ、イーストラの発首ほイ
ースター|こ変わり

ました。そして、キウスト教の教えを広めるため|こ、

宣教師たちは、異教徒の祭の意味をキリスト教と関係

があるもの|こ変えな|すればならなかつたのです。偶然

に、イェスがよみがえった時期は、そのイ
ースターの

祭と大体同じ時期だつたので、その春の 「復活」を祝

うイースターの祭を、イエスの復活を祝う祭|こ重ねた

骨]齢翔醤墾ち
ですから、現代でも、国本人

の子どもたちが桜が咲<の を

待っているようほ、欧米人の

子どもたち|よ、その神聖な

ウサギを待っています。

演
口
社
会
保
険
事
務
所

が
ら
の
お
綱
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
は
、
国
内
区
住
お
刻
歳

か
ら
６０
歳
ま
で
の
全
て
の
人
が
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
、
保

険
料
納
付
ほ
自
分
の
将
来
の
た
め
だ

け
で
な
＜
、
み
ん
な
の
た
め
Ｅ
も
大

切
な
国
民
の
義
務
で
す
。
そ
の
中
で

も
、
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
第
１
暑

被
保
険
者
の
人
は
、
自
分
で
保
険
料

を
納
め
な
＜
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

受
給
時
の
年
金
額
の
減
額
や
、
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料

は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。
保
険

料
ほ
納
付
期
限
内
ほ
納
め
ま
し
よ

一つ
。忙

し
い
人
ほ
は
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
の
な
い
□
座
振
替
や
１
年
分

（ま
た
は
半
年
分
）
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
め
る
前
納
が
便
利
で
す
。

今
月
か
ら
□
座
振
替
Ｅ
早
割
制
度
が

始
ま
り
、
届
け
出
に
よ
り
さ
ら
に
お

得
区
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
た
め
任

保
険
料
納
付
免
除
睦
該
当
し
た
人

も
、
よ
り
多
＜
の
老
齢
年
金
が
受
給

で
き
る
よ
う
区
免
除
期
間
の
保
険
料

納
付
を
検
討
し
て
＜
だ
さ
い
。
ま
た
、

半
額
免
除
区
該
当
し
て
い
る
期
間
区

つ
い
て
は
、
半
額
保
険
料
を
納
め
な

い
と
年
金
額
区
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
て
＜

だ
さ
い
。

不
害
者
に
注
意
日

最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
職
員
を

装

っ
た
不
審
者
に
よ
る
現
金
詐
欺
の

校
害
が
複
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
社

会
保
険
事
務
所
職
員
な
ど
が
年
金
受

給
者
宅
へ
訪
間
し
、
預
金
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
区
思
わ
れ
る
訪
間
や
照
会
な

ど
が
あ

っ
た
場
合
ほ
ほ
相
手
の
９
分

証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
所
属
・

氏
名
を
確
認
し
、
お
問
い
合
わ
せ
＜

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
社
会
保
険
事

務
所

（公
②
０
６
７
３
）

広報ほまだ !平成17年 4月 15日暑



馨鶴越ぇ暫
ルモぢ鶴

讐鶴ら塞皆

市民の普さんが主体的|こ実施される次の事業|こ対

して助成します。

1 社 会貢献|こ関する事業

2 人 材育成|こ関する事業

3 芸 術文化の振興|こ関する事業

補助対象要件 市 内|こ住所がある人並 ほ所在する

団外が行うもので、次|こ掲げる各暑のいずれ|こも該

当する事業。ただし、政治団体および宗教団体が行

う事業または営利を目的とする事業ほ除ま す。

1 共 創のまちづ<り として市民が主体的|こ参画す

る事業であること

2 事 業実施による波及効果が大きいこと

助成の範囲 助 成の金額は、事業|こ要する経費のう

ちの 3分 の 1以内とし、10万円を上限とします。(た

だし、NPO法 人の設立|こ関する事業、NPO法 人

格を取得した社会貢献活動を行う団体が実施する

対象事業については30万円を上限とします。)

※ l NPO法 人の設立|こ関する事業|こついては、設立

準備の開始施 3か年度を助成期間とします。

※2 団 体などの経常的な事業や継続的|こ行つてい
°
 る 事業|こついては対象から除きます。

申込期限 6月 30日困

※ 詳 し<は お問い合わせ<だ さい。

！大
学
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
け
！

！推
進
事
業
補
助
金
　
　
　
　
！！

市
内
ほ
所
在
す
る
団
俸
が
、
次
の

事
業
を
行
う
時
ほ
利
用
で
き
ま
す
。

１
県
立
大
学
の
教
員
ま
た
ほ
学
生
と

共
同
で
行
う
交
流
事
業

２
県
立
大
学
の
教
員
ま
た
は
学
生
と

共
同
で
行
う
文
化
事
業

３
県
立
大
学
が
交
流
す
る
大
学
ま
た

は
そ
の
所
在
す
る
地
域
と
の
交
流

Ｅ
係
る
事
業

４
そ
の
ほ
か
市
長
が
県
立
大
学
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
＜
り
を
推
進
す
る

た
め
適
当
と
認
め
る
事
業

補
助
金
額
　
事
業
区
要
し
た
費
用

（飲
食
ほ
要
し
を
費
用
は
除
＜
）

の
４
分
の
３
以
内
の
額

（補
助
金

額
Ｅ
ｌ
、
０
０
０
円
未
満
の
端
数

を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
額
）
。
た
だ
し
、
１
事
業
当
た

り
５
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
　
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
が
、
事
前
に
相
談
し
て
＜
だ
さ

い
。

申し込み ・問い合わせ先 地 域政策課地域振興係 (a内 線 342)

広報はまだ :平成17年 4月 15日暑



市内|こは、下表のようにグループ活動や話し合いの場として普さん|こ使ってもらえる公共施設があります。文化活動ほ

もちろん、体育施設があるところはスポーツ活動など、幅広<利 用できます。また、活動の発表の場としても使えます。

ぜひ曽さん利用して<だ さい。ただし、音量などで怖」限がある場合があります。詳し<は それぞれめ問い合わせ<だ さい。

(総務課庶務広報係)

名   称 場  所 利 用  時  間 休 館 日 禾ど用料金 問い合わせ先

動労青少年ホーム 殿町12310
月～土躍日 午後10寺～午後10時
日躍日   午 前9時～午後5時

火躍日 ・祝日
無 料
※冷暖房料な
どは実費負担

公②5043

市立公民館 市内13か所
周～土曜日 午前9時～午後9時
日躍日   午 前98寺～午後5時

祝日、お盆、年末年始
無 料
※冷暖房料な
どは実費負担

各公民館またほ
生涯学習課
(a内 線 457)

サンマリン浜田 原井町30500
午前 9時 ～午後10時
日躍日・祝日ほ午前 9時 ～

午後 5時
水躍日、祝国の翌日

部屋 ・時間帯
[よ り異なる

な② 0 0 8 2

いわみ一る 野原町18261 午前 9時 ～午後 9時
毎月第 4土 曜日
12月29日～翌 1月 3日

部屋 ・時間帯
|こより異なる

a② 9330

小 ・中学校の
一
部 な し

部屋 ・時間帯
により異なる

生涯学習課
a内 線 457

共倉」のまちづ<り
研究所

朝日町1 4 8 8 午前 9時 ～午後 9時 な し 無  料
地域政策課
a内 線 342

ニ
ン
ユ
セ交小

府

イ

・

下
テ
タ

下府町785 いつでも な し 無  対

浜田地区消防本部
警防課警防係
a② 0119

石央文化ホール 黒川町4175 午前 9時 ～午後108寺 12月29日～翌 1月 3日
部屋 ・時間帯
|こより異なる

a② 2100

海のみえる文化公
園

野原町 ・原井町 いつでも な し
時間帯こより
異なる

地籍管理課
a内 線 439

世界こども美術館
多目的ホール

野原町8591 午前 9時 ～午後 98寺
月躍日、祝日の翌日、
展示替え期間、年末年始

時間帯こより
異なる

a② 8451

布秘かどの納付体a座 振督をボ勧批 まづ

市税など、納付を□座振替|こすると納期のたび|こ現金

を持って出かける手間もほぶけ、たいへん「便利」で「安

心」かつ 「確実」です。

振替日ほそれぞれの納期月の28国です。申し込みの翌

月の納期から振替が女台まります。

平成17年度当初から振替を希望する場合、
・固定資産税 ・軽自動車税

4月 20国困まで
・市県民税 ・国民健康保険料

5月 20日0ま で

|こ申し込んで<だ さい。

○申込方法
・預賠金□座のある市内の金融機関や郵便周で受け付け

ます。
・預貯金通帳とそれ|こ使用しているこ日鑑を持参して<だ

さい。
・申込書は金融機関や郵便周の窓□|こも備えてありま

す。

問い合わせ先 徴 lll課徴収係 (a内線 126)

ヂ 張
口 市 R隼 各 所 の 解 体 工 事 tう に現 憲

鶴  浜 日市民集会所の解1/fh工事が既こ始まっていま 8

餞 す が、 7月末の工事終了までの期間、ご来庁の際 0
醸 |こは車の通行など|こ大変ご迷惑をかかすいたしま 犠
餞 す 。                      犠

畿 蜜3骨1番居雷暑暑暑岳魯ご][]::肯督暑8 豊
餞 令 を遵守し、適正な解体処理と専門許可業者|こよ 餓

醸 る 収集運搬、処理を行います。          餓

鶴             (総 務課、建築住宅課)8

鱗餞 鶴 鶴 鶴 餞 ザ 鶴 ズ 罐 鶴 餞 鶴 餞 餞 餞 鶴 餞 鹸 8 鶴
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日
時
　
４
月
郷
日
側
　
正
午
～

市
民
の
普
さ
ん
、
恒
例
の

「浜

っ

子
春
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
ま
つ
り
は
、
１０
月
の
市
町

村
合
併
を
控
え
、
「現
在
の
浜
日
市
」

と
し
て
の
最
後
の
ま
つ
り
で
も
あ
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
家
族
お
そ
ろ
い
で

あ
出
か
け
＜
だ
さ
い
。

①
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス

栄
町
ス
タ
ー
ト
～
新
町
～
紺
屋
町

～
牛
市
町
～
朝
日
町
～
中
芝
橋
～
銀

天
街
ゴ
ー
ル

○
主
な
行
事

「浜

っ
子
ハ
イ
ヤ
パ
レ
ー
ド
」

「各
種
パ
レ
ー
ド
」

民
謡
踊
り
、
ダ

ン
ス
、
石
見
神
楽

鬼
軍
団
、
吉
楽
、
各
団
俸
Ｐ
Ｒ
、
よ

さ
こ
い
踊
り
、
そ
の
ほ
か

「大
名
行
列
」

や

っ
こ
た
い

大
名
行
列
ど
こ
ど
も
奴

隊
、
「浜
日

だ

　
し

城
」
の
山
車

宿
場
イ
ベ
ン
ト
　
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス

の
各
商
店
街
で
石
見
神
楽
や
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
、
踊
り
、
お
抹
茶
席
、

児
童
作
品
展
示
、
そ
の
ほ
か

市
民
の
楽
市
　
同
商
店
街
で
色
々
な

市
民
の
店
が
出
店

○
交
通
規
制

パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
周
辺
ほ
交
通
規

制
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
　
ま

つ
り
当
国
の
詳
し
い
こ
と

は
、
後
国
チ
ラ
ン
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
っ
子
春
ま
つ
り
実

行
委
員
会

（浜
日
商
工
会
議
所
内

容
②
３
０
２
５
、
□
②
５
４
０
０
）

内
閣
総
理
大
臣
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

先
の
大
戦
で
戦
地
な
ど
Ｅ
派
這
さ

れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た

「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」
、

「
旧
陸
海
寧
従
軍
看
護
婦
」
の
普
さ

ん

（慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除
＜
）

ほ
対
し
て
、
そ
の
労
苦
に
報
い
る
た

め
、
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
請
求
期
限
が
２
年
間

延
長
さ
れ
、
平
成
１９
年
３
月
３‐
日
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

請
求
用
紙
　
福
祉
総
務
課
福
祉
調
整

係

（市
役
所
２
階
）
区
用
意
し
て

い
ま
す
。

請
求

日
間
い
合
わ
せ
先
　
総
務
省
大

臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

（〒
１

０
０

１
８
９
２
６
　
東
京
都
千
代

日
区
霞
ヶ
関
２

‐
１

‐
２
　
中
央

合
同
庁
舎
２
暑
館
８
階
　
ａ
①
５

２
５
３

‐
５
１
８
２
・直
通
、
図
①

５
２
５
３

，
５
１
９
０
）

平成16年度 温口市率発行動計画
1取り組み優1君者1泰彰

環境|こ配慮したまちづ<り を推進するため、具体的

な環境配慮行動を盛り込んだ率先イ子動計画を策定し、

取り組みを呼びかけてきました。今年度は161人から行

動報告 (チェツクン
ート)の 提出があり、その中から、

取り組み実績の高得点の人や環境配慮のため独自|こ実

行していることなどの優秀な提案があつた人を表彰し

ました。今後も環境配慮活動を続けてもらい、この活

動が浜日市全体に広がることを期待しています。

最優秀者  止 岡多悪美さん

優 秀 者  永 見邦明さん 本 谷サツ子さん

和国淑恵さん 長 見由利子さん

晶川ヨン子さん 出 原裕司さん

山藤震美子さん 東  鈴 代さん

岡田恭子さん

(環境課環境保全係)

田市特定事業主行動計画を

策定しました

近年の急速な少子化の進行の流れを変えるため、

平成15年7月 |こ次世代育成支援対策推進法が制定さ

れました。この法律では、
一定規模以上の事業所と

国およびすべての地方公共団1/1こおいて、そこで働

<人 |こ対する子どもの育成支援の計画を定めること

が義務付すられました。

浜日市|こおいても、地万公共団1/Sとしての立場か

ら市内の子どもたちの健やかな育成に取り組おだけ

でな<、 一つの事業主としての立場から、自らの職

員の子どもたちの健やかな育成|こついても役割を果

たしてい<を めこ、次世代育成支援対策推進法|こ基

づき、「浜日市特定事業主行動計画」を策定しました。

ホームページに掲載していますのでご覧<だ さい。

問い合わせ先 人 事課人事係 (a内線 382)

広報はまだ !平成 17年 4月 15日電



『
子
ど
も
が
築
顔
い
っ
ぱ
い
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
』
～
浜
田
市
・金

城
Ｗ
・
旭
Ｗ
・
弥
栄
村
二
三
帽
師

次
世
代
育
成
支
援
計
画
を
策
建

し
ま
し
た

少
子
化
が
急
速
ほ
進
行
す
る
中
、

平
成
１５
年
７
月
任
成
立
し
た
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
Ｅ
基
づ
き
、

各
自
治
体
が
行
動
計
画
を
策
定
し
１０

年
間
で
重
点
的
底
子
育
て
支
援
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
浜
日
市
で
も
、
合
併

市
町
村
と
と
も
に
地
域
全
体
で
子
育

て
家
庭
を
支
援
し
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
地
域
全
体
で
取

り
組
お
事
業
内
容
や
そ
の
目
標
値
を

定
め
た
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
詳
細
ほ
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
ヘ
の
掲

載
及
び
、
子
育
て
支
援
課
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
に
て
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係

（ａ
内
線
１
６
２
）

鵜
３
子
以
降
で
８
篇
未
満
の
お
予

さ
ん
の
保
育
料
を
軽
減
し
ま
ず

浜
田
市
で
は
、
第
３
子
以
降
で
８

歳
未
満
の
児
童

（平
成
１７
年
４
月
１

国
現
在
で
満
３
歳
に
な
っ
て
い
な
い

児
童
）
ほ
か
か
る
保
育
料
を
軽
減
し

ま
す
。

該
当
と
な
る
保
育
料
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・
保
育
所
保
育
料

（２
／
８
～
１
／
２
を
軽
減
）

・
認
可
外
保
育
施
設
保
育
料

（支
払
金
額
の
１
／
２
を
補
助
）

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
毎
年
度
、
市
へ
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
＜
魅
要
が
あ
り
ま
す
。

（平
成
１６
年
度
に
該
当
し
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
平
成
１７
年
度
ほ
該
当
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）
詳
し
＜
は
、

市
役
所
子
育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合

せ
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
保
育
係

（公
内
線
１
９
１
）

平成 f7年 度「福祉タクシー券」・

「いきいきバス考」を東付しています

交付対象
・身体障害者手帳 1・ 2級 を受けている人
・療育手帳Aを 受けている人
・精神障害者保健福祉手帳 1～ 3級 を受けている人

交付枚数 13,200円 分のタクンー券又ほバス券を交付しま

す。交付限度額以内であれば、両方の券を組み合わせて交

付できます。
・タクンー券 ・・・550円/1枚
・バス券 ・・・・・100円券、50円券

交付期間 平 成18年3月 31国まで

申込方法 健 康長寿課 障害者福祉係 (1階 ①番窓□)へ 、印

鑑 ・手帳を持ってお越じ<だ さい。

※ 平 成17年度 「ネ冨祉タワンー券」「いきいきバス券」の交付

を受けられる際、平成16年度のダクンー券、バス券を固収

しますので、お持ちの人は持参して<だ さい。

問い合わせ先 健 康長寿課 障 害者福l.L係

(a内 線 155。 169)
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●

e e鶴

鰻

鰻

鶴

餞

中

学

ヤ

ヤ

ヤ

中

学

中

学

中

ヤ

中

中

学

中

中

中

ヤ

中

学

中

学

中

中

学

ヤ

中

学

ヤ

中

中

学

ヤ

ヤ

中

学

中

学

ヤ

中

中

中

学

ヤ

ヤ

中

中

争年度の各種健 (膿)診 のお細らせ

※ 各 健 (検)診の詳糸日|こつきましては、最寄りの広報であ矢□らせします。

なか、年間の検診日程表ほ市役所窓□ (市民課・健康長寿課)、各公民

館、連絡係|こ置いてありますのでご覧<だ さい。

広報ほまだ :平成17年4月 15日暑

餞 外国人高齢者福祉手当 ●

盤を支給します    思
餞 外 国人高齢者福祉手当は、大正 ●

畿
15年4月 1国以前|こ出生した人 :

鶴 で、外国人登録法の規定|こより本 ●

鶴市|こ登録されており、公的年金も 。

議
受給していないなどの要件|こ該

:

餞当する場合|こ支給されます。   .

餞 該 当すると思われる場合は、健 ●

鶴康長寿課高齢者福祉係|こ問い合
・

餞

鰻

餞

鶴

●

●

●

●

●

●

わせ<だ さい。

申請 ・問い合わせ先

健康長寿課高齢者福祉係

⑩番窓□

(a内線 151,152)

餞 鰻 鶴 鶴 鰻 鶴 鶴 8 0 0

13

□
』
ヤ
中
Ｐ
【ヽ

討 討 艦 一Ｆ

譴憑署寓P墨据唇唇昼ネ鳳遇諌橿君べ 醤唇
期|こ発見するため、剛岡ドック」を実施します。

実施医療機関

「浜日医療センタ
ー」または 「島根県成人病予防セ

ンター」

募集定員 170人

条件 (①～④すべて|こ該当すること)

①申請国現在、浜日市国民健康保険の被保険者であ

ること

②保険料の未納がなしヽこと

③平成16年度|こ脳ドックの助成を受けていないこと

④心臓ベースメーカーの装着などで杯内|こ金属が

入つていないこと

(かかりつけ医区相談のうえ応募して<だ さい)

自己負担額 7,000円

申請方法

官製ハガキ|こよる申し込みとしますので、先着順

ではありません。

官製ハガキ|こ受診希望者の①住所、②氏名、③性

局」、④生年月日、⑤連絡先電話番暑をめず明記して投

函して<だ さい。

※ 電 話や市役所窓□、連絡係での申し込みは受け

付けられません。

※ 必 ずハガキで郵便ポストヘ投函して<だ さい。

宛先 〒 697-8501 浜 日市殿町 1番地

浜田市役所福祉総務課  「脳ドツク」係

《注意事項》

◎ハガキ|こは受診希望者 1人 |こつき 1枚 となりま

す。 2人 以上の氏名など記入しないで<だ さい。

◎同
一
人が複数のハガキで応募された場合ほ 1枚の

み有効となります。

◎同じ世帯で受診希望者が複数の場合も、受診希望

者個人ごとのハガキがそれぞれ必要となります。

◎ハガキ区記載された人以外が受診することはでき

ません。

申請締切日 4月 26日側 (当日消印有効)

結果のお知らせ

応募者多数の場合ほ抽選を行います。

抽選の結果ほ 5月 13日01こ発送します。

問い合わせ先 福 祉総務課保険係 1階⑤番窓□

(a内 線 156・ 157)

【ハガキ記入例】

(表)
〒697-8501

浜田市殿町 1番地

浜田市役所

福祉総務課

「脳 ドック」係

(裏)

①受診希望者の住所

②受診希望者の氏名

③受診希望者の性別

④受診希望者の生年月日

⑤連絡先電話番号

分
ク健 (検) 期  間 対  象 受診米斗

基 本 健 康 診 査

前 立 腺 が ん 検 診

肝糞ウイルス検診

胃 |が ん  1検‐診

子 宮 が ん 検 診

乳 ‐が ―ん 1検 1診

結核レントゲン検診

大 1 1 易が ん 検 診

6月 1日～10月31日

6月 1園～10月31国

6月 1日～10月31日

6月 中旬～11月下旬

7月 上旬～11月下旬

8月 下旬～ 9月 中旬

11月下旬～12月上旬

40歳以上

40歳以上の男性

※

40歳以上   |

30歳以上の女性

※   |

※

40歳以上| |

1

1

000F弓

500F電

※

100円

000円

無料

700円

1

1



佳運計とル増 り    型 地尺繁蝿駅艶位勧

中

中

中

学

中

学

中

中

学

ヤ

中

中

学

ヤ

中

学

や

中

中

中

学

ヤ

中

中

学

中

学

中

学

中

学

平

平

中

学

中

学

平

中

中

学

中

学

中

学

中

学

出かすることが少な<な つて、心と体の元気がな<な ると、転んで骨折したり、

物忘れを招きやす<な ります。年をとつても、趣味や遊びや仲間との交流を楽し

んで、自分らしい生活が送りましょう。

次の内容で生活リハビリ教室を実施します。ぜひ、参加して<だ さい。

内容 健 康チェック ・アドバイス、ストレッチ1/f・操、レクリエーションなど

転任」予防コース……・筋力を維持しバランス感覚などを養います。

転lal危険度チェック、1/f・力沢」定、筋力向上1/1操など

物忘れ予防コース…楽しみながら指先や身1/Sを動かすことで脳|こ束」激を

与えます。

倉」作活動、調理実習、小旅行、頭の//f・操など

期間 5月 ～平成18年3月 (転侮」予防 4か 月コースの期間ほ 5～ 8月 )

参加料 無 料

申し込み期間 4月 15日0～ 28日閃

※ 一 緒|こ活動していただ|するボランテイアの人も同時募集しています。

申し込み ・問い合わせ先 健 康長寿課高齢者福祉係 (a内 線 153)

対象 4嚇 以上

コース名 場  所 B寺  間 実施躍日

転煙」予防 ・4か 月 浜田市総合福祉センター 午前10時～正午 毎週月躍日

転任」予防 .1年 浜日市総合福祉センター 午後 1時 30分～ 3時 30分 第 2 4火 躍日

物忘れ予防 浜日市総合福祉センター 午後 1時 30分～ 3時 30分 莞 2 4木 躍日

転倒予防十物忘れ予防

浜日市総合福祉センター 午後 1時 30分～ 3時 30分
党 2 4月 躍日

第 2 4水 躍日

ケアハウス美川 午後 1時 30分～ 8時 30分 第 3木 躍日

健
虜
個
霞

○
健
康
相
談

血
圧

・
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
禁
煙
相
談
日

個
別
相
談
、
尿
ほ
含
ま
れ
る
三
コ

チ
ン
濃
度
測
定

（無
料
）

日
時
　
４
月
塑
日
⑥

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（ａ
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
Ｅ
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
１９
日
四
、
５
月
３
日
側

次の条件をすべて満たしている人

の介護者|こ対して紙才ムツや尿とり

パットを支給します。

対象
・浜田市内|こイ主所がある市民税非課

税世帯    |
・    を はoの調定を受け産

方法 1年 間|こ4万 円分を限度に紙

才ムツなどを宅配します。

問い合わせ先 各 地区在宅介護支援

センター (a熱囲④了333、 野原

② 3 9 0 0 、美川② 5 0 0 5 、

緑ヶ丘② 8686、 夕陽ヶ丘④ 8

260)ま たほ健康長寿課高齢者

福祉係 (a内線 153)

午
後
了
時
～
９
時

場
所
　
浜
日
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー

「
す
ま
い
る
」
（椴
原
町
）

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

容

②
２
４
９
こ
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島根県立大学
Newsv。 111
～海の見える庄から～

震勢話 :0855-24-2200

ホームページthtp7弔vw‖u―shimane.ac.jp

人
と
な
り
、
自
己
の
可
能
性
を
再
発

見
し
て
い
っ
て
＜
だ
さ
い
。
」
と
は
な

お
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

在
校
生
か
ら
の
送
辞
区
続
き
、
卒

業
生
総
代
の
川
本
未
来
さ
ん
が

「卒

業
後
困
難
区
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
も
、

大
学
で
出
会

っ
た
友
人
、
先
生
方
、

そ
し
て
家
族
と
同
じ
空
の
下
に
い
る

こ
と
を
想
い
、
精

一
杯
生
き
て
い
き

た
い
」
と
力
強
＜
決
意
表
明
し
ま
し

た
。

式
で
は
、
宇
野
重
昭
学
長
が
卒

一　
　
平
成
１５
年
度
に
新
た
に
開
設
し
た

業
生
代
表
ほ
卒
業
証
書
を
手
渡

一　
本
学
大
学
院
の
初
め
て
の
学
位
記
授

し
、
「新
し
い
時
代
に
生
き
る
社

一　
与
式
が
３
月
１８
日
ほ
本
学
交
流
セ
ン

会
人
と
し
て
、
本
学
で
養

っ
た
知

一　
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
行

率　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
式
典
後
、
出
□
で
待
ち
受
け
て
い

寿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
た
在
学
生
が
先
輩
を
祝
福
。
袴
や

幸剛郭開い姫狂卜弾齢動輔脚焚
一　勘蜘Ｆ割頌灯り膨瑚閥卿欄囲輔

翠
メ
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

米

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｙ
文

Ｙ
貿

Ｙ
貿

ｘ
Ｏ
ム
Ｘ

Ｘ

半
ｐ
＾
ヤ
ｐ
＾
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ｙ
Ｏ
ハ
半
文

Ｙ
Ｏ
本
Ｘ

Ｘ

Ｙ
Ｘ

Ｙ
貿

Ｙ
貿

ｘ
貿

Ｙ
ｐ
＾
Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｙ

者
９
人
睦
対
し
て
学
位
記
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
宇
野
重
昭
学
長
が
式
辞

を
述
べ
、
そ
れ
Ｅ
答
え
て
大
学
院
修

百
生
を
代
表
し
て
開
発
研
究
科
の
車

刈
健
司
さ
ん
が

「大
学
院
で
指

っ
た

専
門
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
常
Ｅ

自
分
の
目
指
す
道
を
探
求
し
て
い
＜

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
区
し
た
い
。
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

日
時
　
平
日

（た
だ
し
、
休
館
日
、

試
験
期
間
な
ど
を
除
＜
）
　

午
前

９
時
～
午
後
８
時
３０
分

（学
生
通

常
学
期
期
間
中
）
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時

（学
生
休
業
期
間
中
）

※
　
事
前
Ｅ
確
認
し
て
＜
だ
さ
い
。

利
用
対
象
者
　
１８
歳
以
上
の
人

利
用
範
囲
　
沓
一料
の
閲
覧
、
複
写
、

文
庫

・
新
書
コ
ー
ナ
ー
の
本
の
貸

出

（１
人
３
冊
２
週
間
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先
　
メ
デ
ィ
ア
セ

ン

タ
ー

公
④
２
２
０
４
）

一
「
一”
”
，
”
一
，
４
ｒ
抑
〕
一
中
一

〇
公
開
講
座

『
２‐
世
紀
地
球
講
座
』

①
４
月
裕
日
０
　
堀
内
教
授

「グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
―

Ｔ
革
命
」

②
４
月
郷
日
働
　
田
嶋
教
授

「
三
位

一
体
改
革
と
は
」

③
５
月
１４
日
０
　
高
橋
教
授

「ジ

エ
ン
ダ
ー
解
題
―
島
根
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
」

時
間
　
①
③
午
後
１
時
３０
分
～
３

時
、
②
午
前
１１
時
３０
分
～
午
後
０

時
３０
分

場
所
　
①
②
浜
日
高
校
、
③
県
立
大

学
　
中
講
義
室
５

０
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

ロ
サ
ロ
ン

４
月
折
日
佃
　
午
後
５
時
～
了
時

発
表
　
井
上
厚
史
教
授

場
所
　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン

タ

ー
棟

２

Ｆ
レ

ス
ト

ラ

ン
・

ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

人
生
の
中
に
お
い
て
、　
一
年
と
は

と
て
も
短
＜
経
験
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
に
と
っ
て
浜
日
で
の

一
年
は
、
今

ま
で
経
験
で
き
な
か
っ
た
言
菓
で
は

表
し
き
れ
な
い
多
＜
の
こ
と
を
私
ほ

与
え
て
＜
れ
ま
し
た
。

昨
年
３
月
の
終
わ
り
頃
、
浜
日
駅

区
着
い
た
時

「
こ
こ
が
私
の
２
年
間

住
お
所
だ
な
。
い
っ
た
い
私
ほ
ど
ん

な
こ
と
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
。
」
と
期

待
ほ
胸
を
膨
ら
ま
し
た
の
が
懐
か
し

＜
思
え
ま
す
。
こ
の

一
年
は
、
「初
め

革

て
外
国
ほ
住
お
と
い
う
こ
と
」
に

始
ま
り
、
「県
立
大
学
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

（日
植
え
か
ら
稲
刈

り
ま
で
の
過
程
区
参
加
）
を
経
験

し
た
こ
と
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

も
の
で
し
た
。

ま
た
、
浜
日
の
畳
ヶ
浦
に
い
っ

た
時
、
初
め
て
会

っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
町
の
方
々
が
暖
か
＜
話
か

け
て
＜
だ
さ
っ
て
新
鮮
な
魚
料
理

を
ご
馳
走
し
て
＜
れ
ま
し
た
。
韓

国
か
ら
来
て
日
本
で
過
ご
す
私
Ｅ

と
っ
て
浜
田
市
民
の
普
様
の
暖
か

い
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
と
て
も
う
れ
し
＜
私
の
心

を
豊
か
に
し
て
＜
れ
ま
し
た
。
あ

の
国
の
前
ほ
広
が

っ
た
青
い
海
と

ど
こ
ま
で
も
広
が

っ
て
い
＜
青
空

は
、
今
で
も
目
に
焼
き
つ
い
て
い

い 心 き ら も  り て

ブレゑ歳ネ静 岩a省承曇 営
操 泳xネ *ネ 米 文米文米メ米 文x渫 メ 凛γ ま米 文米文米文x文 米泳xttXttx文 米永米 凛xネ Xま *文 米文米文米〉
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防
災
講
習
会
！

５
月

！赤
十
字
運
動
月
間

統

一
キ
ャ
ン
ペ
Ｈ
ン
！

田
市
地
区
　
寺
井
さ
ん

公
②
０
０
９
４
）

ホ
ー
ム
（
ル
パ
ー
養
成
講
座

（２
級
課
程
）

！！

講
義
　
６
月
８
日
側
～
７
月
４
日
働

実
習
　
７
月
６
国
佃
～
了
月
郷
日
岱

の
う
ち
８
日
間

∩
〕
３０
人

日

３
５
、
０
０
０
円

（テ
キ
ス
ト

代
含
お
）

申
込
締
切
日
　
５
月
２３
日
側

※
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

働
Ｘ
剛
一
美
川
苑
谷
④
０
３
３
３
）

日 日  程 合 時 1 5 のア ラ 食 害
本   度 福 ; 日 校 の ン で 時
赤 5   祉 午 ⑩ 受 仕 テ 昼 非
十 月   セ 後  者 万 イ 食 常
事 1 1   ン 2  の  ア を 食
社 日   98寺   搬   活 し イ乍

送  動 ま り
な  の す の
ど  心

V 体

得  験

側県
支
部
浜

コーヌ 教 室  名 躍 日 実施時間 雰集対象 定員 開講日

体
力
つ
＜
リ
ヨ
ー
ス

のびやか 3B1/A操

火

午前1碗寺  ～ 11時30分 一 般 女 子 7

軽 ス ポ ー ツ` 午後2時  ～ 3時30分 45歳以上男女 5/ 7

ェアロビックダンス 午後7時30分～8時50分 高校生以上女子 5/ 7

フ 才― ク ダ ン ス 水 午後78寺  ～ 8時50分 高 校 生 以 上 5/ 1

さわやかレディース
木
午後1時30分～3時 一 般 女 子 5/ 2

ヘ ル ス ア ッ プ 午後7時  ～ 8時30分 般 5/ 2

レクリエーションバレー 金 午後7時  ～ 88寺50分 般 5/ 3

シ ェイ プア l 1 7 プ土 午前10時  ～ 11時30分 中学生以上女子 5/ 4

競

技

コ

ー

ス

ソフ トテニ ス( 朝)

又

午前10時  ～ 正午 般 5/17

卓球・ラージボール卓球 午後1時30分～3時30分 般 5/ 7

ソフ トテニ ス( 夜) 午後7時  ～ 8時50分 高校生以上 5/ 7

ア ス 水 午後7時  ～ 83寺50分 般 5/ |

バ ド ミ ン ト ン 本 午後7時  ～ 8時50分 小学 4年 以上 5/ 2

ア ス

金

午前100寺  ～ 正午 般 5/13

バ ド ミ ン ト ン 午後1時30分～3時30分 般 5/ 3

卓 球 年後7時  ～ 8時50分 高 校 生 以 上 5/ 3

平
成
１７
年
度
　
県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
の
保
持
増
進
と
杯
力
の
向
上

を
図
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
を
目
的
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間

５
月
１１
日
佃
～
１０
月
１４
日
⑥

指
導
者
　
県
立
然
育
館
職
員
、
委
嘱

講
師

（剛
一　
一般
　
　
　
　
５
、
２
０
０
円

高
校

・
大
学
生
　
３
、
４
６
０
円

小

・
中
学
生
　
　
―
、
７
１
０
円

親
子
　
　
　
　
６
、
０
０
０
円
～

受
付
期
間
　
４
月
‐７
日
０
午
前
１０
時

～
勢
日
０

※
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

〔∪

六
日
一
県
立
体
育
館

（東
公
園
内

ａ
④
ｌ
２
０
↓

平成f7年度 島 憾県立体育館前期スボーツ萩皇喜項

※ 一 般の部 (17回課程)

※ 少 年の部 (17回課程)

ヨース 教 室  名 躍 日 実施時間 募集対象 定員 開謡固

少

年

コ

|

ス

体  操 (中 ・高)
火
午後4時30分～6時30分 中学 ・高校生 5/ 7

新 体 操 午後4時30分～6時30分 小学4～中学女子 5/ 7

俸 操 競 技 火・亦 午後4時30分～6時30分 」ヽ 学 生 男女各|〔 5/ 1

卓 球 水 午後4時30分～60寺 小学4～ 6年生 5/ 1

スポー ツ`ふれあい

木

午後4時  ～ 58寺 小学 1～ 3年生 5/ 2

1/A 操 午後5時  ～ 60寺30分 小学2～ 6年生 5/ 2

バ ド ミ ン ト ン 午後5時  ～ 6時30分 小学4～ 6年生 5/ 2

バスケットボール 午後5時  ～ 60寺30分 小学4～ 6年生 5/ 3

親子 トレーニング 午後2時30分～3時30分 親と子(満3航以上)1組 35孫B 5/ 3
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団   名 連絡先 電  話 練習場所 練習圏

長 沢  剣  道 )神 1建司 CD0 1 5 8 石見小1/fh育館 月 ・ ・土

浜 田  剣  道 伊藤十三生 ④0 5 6 5 石見小体育館 月 ・ ・土

有 福  剣  道 花手 政 勝 ①2411 有福小1/A育館 水 ・土

長 浜  剣  道 長見 デB住当 てD1 0 7 0 長浜小1/f輸館 日 。本

五 常 会 食」道 河野 好 示□ ② 4587 荘心館尖」道場 (拡原町) 月 ・ ・金

上 府  余」 道 市野 不 基 ④ 1 0 7 8 上府小1/1育館 本 ・土

浜 国 市 野 球 勝部 道徳 CD5 9 0 5 櫨原小校庭 土 ・日 ・祝

国 府 野 球 金山 禾□洋 ④ 2418 ふれあいセンター 土 。日 ・祝

美 川  野  球 暉日  功 ② 1 0 5 4 農相広場 土 ・日 ・祝

西 部  野  球 河内 昭司 990 3 8 5 周布小校庭 土 ・日 ・祝

国 府 バ レ ー 宮日  徹 ④ 1 6 5 6 国府小1/ft育館 火 ・土

周 布 バ レ ー 熊谷
一二三 ② 3364 周布小体育館 水 ・日

浜日テコン ドー 日淵  裕 9310 9 4 1 石見公民館 火

浜日テヨンドー 日淵  俗 ④ 0941 周布公民館 水

浜田テコンドー 日淵  俗 ④ 0941 石見武道館 金

浜田中央ソフトボール )辺 害之 ④ 4807 サンマリン浜田 日 (月 2回 )

雀 丘 中  1シ ニ ② 5336 雲雀丘小校庭 ・1/A育館 土 ・日

ス
ポ
ー
ツ
や
交
歓
会
、
交
流
会
を

通
し
て
健
康
な
心
と
体
を
養
い
、
多

＜
の
友
達
を
つ
＜
る
こ
と
を
目
的
ほ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
人
１
人
以
上
の
指
導
者

瀬曲雨スポ車ジ騨年圏~覧 泰 (敬称略)

と
小
学
生
以
上
の
団
員
が
１０
人
以
上

集
ま
れ
ば
新
規
少
年
団
と
し
て
登
録

で
き
ま
す
。

平
成
１７
年
度
の
登
録
ほ
６
月
中
ほ

行
い
ま
す
。

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

□

活
動
内
容

・
申
込
　
別
表
参
照

新
規
設
立
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

事
務
局

（教
育
委
員
会
内
、
な
内

線
４
５
８
）

第
１７
回
　
浜
田
市
ス
ポ
ー

ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
軽
ス
ポ
ー

ツ
Ｅ
対
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
７
月
１０
日
０
ほ
県
下
各

地
で
、
県
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
市
民
の
み
な
さ

ん
を
対
象
ほ
第
１６
□
市
ス
ポ
ー
ツ

・

レ
ク
リ
エ
ー
ン
ョ
ン
祭
を
開
催
し
ま

線圏蒲ス然串ジ。レクリ量串シ白ン祭の腫目。建絡寵倣称略)
種  目 会 場 種目貢任者 電話 競技概要

5/8(日)

イ ンデ イアカ 周布小体育館 牛尾真由美 ②2418
一般の部(男女聞わず。ただし男子4名の場
合は、必引 名は45崩以上)女子 8れあ
いの3:8門

グラウンド・ゴルフ 陸上競技 場 古谷智英昭 ④8135
70歳未満の男女、70蔵以上の男女の
4部門

5/15(日)

年齢別ソフトテニヌ 市 庭 球 場 岩本 幸夫
市役所 水道部
内線 266

35歳以上、45歳以上の男女それぞれ
のベア

年齢別llドミントツ 国府 l f h育館 岡本 潤 三 ④0 6 0 1 ダブルスで年齢、性局」は間いません

壮年ボウリッグ /flウルジヤツク 西谷 凡 人
ガ

６

ヤ

８

ブ

ー

ル

ー

彬

②
40崩以上の男子、女子で|□人参コ0

ソフトllレーボール 三階小体膏館 白瀬  亘
市役所 水道郡
内線265

女子、男女混合の2部門

タ ー   ッ ト・

l l 一ドゴルフ
1311あいセッター 三明 敏隆 ④ 1 0 3 5 20歳以上の男子、女子で個人参l18

ラージボール卓球 県立 l f h育館 後山 敦 己 ④ 2405
40歳代、50歳代、60歳代の男子、女子
でンッグルス

零蔑 織移鶴麓 rを言]:培ソ〔岳:3)の議

ピッコロ隊ほ長浜幼稚園の施設や機能を開

放してもらい親子が共|こ集い、交流会、園の諸

行事への参加、遊び、おしやべりなどを楽しみ

ながら、楽し<子 育てをしているサークルで

す。

親子で友だちを作つて楽し<子 育てしませ

んか。

対象 就 園前の親子(必ず保護者同伴)

日程 毎 週月躍圏～金躍日

午前10時～11時30分

月 1国 か しやべり会も開催します

入隊式 4月 27国佃午前10時～

圃  1家 族 月   100円

年会費   1,000円

団 泉石さん(a④o726)
長浜幼稚園 (a④ 0575)

す
。
誰
で
も
気
軽
Ｅ
参
加
し
楽
し
も

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔田

５
月
８
日
０
，１５
日
０

開
会
式
　
　
午
前
８
時
３０
分
～

競
技
開
始
　
午
前
９
時
～

表
彰
　
各
種
目
ご
と
産
１
～
３
位
を

表
彰

申
込
締
切
日
　
５
月
６
日
⑥

※
　
参
加
時
の
急
病
、
事
故
に
つ
い

て
ほ
応
急
処
置
以
外
の
貢
任
は
負

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
市
民
総
合

賠
償
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

□

・□

生
涯
学
習
課

公
内
線
４

５
８
）

親
子
で
鯉
の
ば
り
作
り
体
験

□

４
月
３０
日
０

午
前
１０
時
～
正
午

□日□
浜
日
ガ
ス
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

‐５
人
程
度

申
込
締
切
日
　
４
月
梵
国
働

〔側
二
剛
一
佐
々
岡
さ
ん
、
中
谷
さ
ん

公
②
ｌ
５
８
０
）
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=日時 腹〕
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=申込先 匝〕

=応募先 匿〕
二問い合わせ先



ん 浜 ^ 0 公 時 1 4 触ら れ
^ 日 要 円 民 ; 日 れ い ぞ

1 会  V    か テ いV        °
イ て
ブ 話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

〔Ｕ

４
月
郷
日
働
　
午
前
７
時
３０
分

か
ら

（１
時
間
程
度
）

集
合
場
所
　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所
　
国
府
海
岸

※
　
小
雨
決
行
　
参
加
し
た
人
ほ
ほ

サ
ポ
ー
ト
通
貨

「神
楽
」
（５
０
０

円
相
当
）
を
配
布
し
ま
す
。

□

牛
尾
さ
ん

（公
０
９
０

１
８
２

４
４

‐
９
４
２
９
ヽ
全
国
豊
か
な

海
づ
＜
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

イ
ン
グ
チ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン

カ

ナ
ダ

出

身

の
ク

リ

ス
ト

フ
ァ
ー

・
マ
デ

ン
さ
ん
と
イ
ギ
リ
ス

出
勢
の
デ
イ
ビ
ツ
ド

・
ベ
ス
ト
ー
さ

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
重

小
学
生
の
心
身
の
発
達
を
考
慮
し

な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
団

体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し
て

も
ら
う
事
を
目
的
と
し
た
教
室
を
催

し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生

〔円
一
第
１
回
５
月
劉
日
０

（県
然
）

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

市民緑化協力諦問回の
ボランティア

中国右嘴山市で地球温暖 防 止の観

点から、毎年実施している植林|こ参カロ

してみませんか ?ま た、北京市では本

場の中国茶、漢方薬、E日鑑、筆硯の専門

店などを巡ります。

日程 6月 20日0～ 24日⑥

ロ ツイン相部屋 1人 149,000円

申込締切日 5月 13日⑥

□ 浜日国際交流協会 (a④ 1241)、

地域政策課国際化推進係 (な内線 3

43)、 日旅サービスのゆめダウン浜
日営業所(a② 1729)

日□※

年
間
３６
回
開
催

県
立
体
育
館

・
三
階
小
体
育
館

年
会
費
　
一副
期
２
、
０
０
０
円

後
期
２
、
０
０
０
円

保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

指
導
員
　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

指
導
普
及
部
員

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

□
・□

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
導
皿

白
瀬
亘
さ
ん

（美
川
浄
水
場
内
容

②
０
６
９
９

原
井
ク
ラ
ブ
　
！！

卓
球
ク
ラ
ブ
を
始
め
ま
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
産
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

講
師
が
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

口

毎
週
　
土
曜
日

。
日
躍
日

第
１
回
目
　
５
月
別
日
働

午
後
６
時
～
８
時

□

原
井
小
学
校
　
新
校
舎
俸
育
館

〔同
一
３０
人

（要
申
込
）

日

１
か
月
　
大
人
　
８
０
０
円

高
校
生
以
下
　
　
５
０
０
円

※
　
ス
ポ
ー
ツ
保
険
加
入
制
度
有

〔
り

。

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

（円
ス
剛
一
ウ
エ
ダ
さ
ん
（午
後
７
時

～
１０
時
　
公
０
９
０

１
１
３
３
５

‐
１
０
７
８
）

第
１９
回
浜
田
え
び
ね
会
え
び
ね
展

え
び
ね
の
美
し
さ
に
ふ
れ
、
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
区
展
示
会
を
開
き

ま
す
。
ぜ
ひ
鑑
真
し
て
＜
だ
さ
い
。

〔∪

４
月
２３
日
働
　
午
前
９
時
３０
分

～
午
後
４
時
３０
分

勢
日
０
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

ロ

サ
ン
マ
リ
ン
浜
日

（水
産
加
工

団
地
）

※
　
え
び
ね
と
は
、
山
地
の
樹
下
圧

自
生
す
る
ら
ん
科
の
多
年
生
植
物

で
す
。
会
員
が
育
て
た
え
び
ね
の

チ
ャ
リ
テ
イ
ー
も
行
い
ま
す
。
お

好
み
の
花
を
探
し
て
＜
だ
さ
い
。

中
下
義
友
さ
ん

公

④
０
５
５
こ

謗
製
齢
罷
禁

〔∪

５
月
４
日
佃

午
後
２
時
～
４
時

石
央
文
化
ホ
ー
ル

日

大
人
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

小

・
中

・
高
校
生
　
３
０
０
円

（円
京
剛
一
浜
日
少
年
少
女
合
唱
固

大
野
さ
ん

（
ａ
②
５
０
１
９
）

〕幸一球章毒毒怖す一，ＡＹｓ

期
間
　
５
月
３
日
（祝
）
～
５
日
（祝
）

午
前
９
時
～
午
後
７
時

〔剛
一
無
料
（た
だ
し
、
貸
靴
料
４
０

０
円
は
有
料
）

今
シ
ー
ズ
ン
の
最
後
の
ス
ケ
ー
ト

を
お
楽
し
み
＜
だ
さ
い
。

ロ

サ
ン
・
ビ
レ
ツ
ジ
浜
日

（ａ

・
□
　
１
３
０
０
）

一坤中卿勲鋳躙讐町けつ

〔団
一
５
月
１５
日
０

開
場
　
午
後
１
時
３０
分

開
演
　
午
後
２
時

□

石
央
文
化
ホ
ー
ル

〔Ｕ
会
ф貝　
入
会
金
　
　
２
０
０
円

周
会
費
　
　
　
　
１
、
０
０
０
円

（３
歳
以
下
無
料
）

※
　
当
日
券
も
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
や
こ
劇
場
浜

日

・
那
賀
セ
ン
タ
ー

公

ｏ
□
④
６
３
９
６
）
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青
い
鳥
郵
優
は
が
　
　
　
償
配
布

身
体
障
害
者
お
よ
び
知
的
障
害
者

の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
話

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

＜
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
は
が
き
を
申

し
出
の
あ

っ
た
重
度
の
身
体
障
害
者

（身
障
手
帳
１
・２
級
）
、
重
度
の
知

的
障
害
者

（療
育
手
帳
Ａ
）
１
人
ほ

一

つ
き
劉
枚
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
４
月
２０
日
佃
～
５
月
３‐

日
側

□

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

向
原
さ
ん

（
公
②
０
０
９
４
）

池
坊
浜
田
支
部
花
展

ど
な
た
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
鑑

賞
し
て
＜
だ
さ
い
。

□日口 9午日
池 無 石 国 前 5
坊 料 央 働 1 0 月
浜  文  時 8
日  化 午 ; 日
支  ホ 前 午 ( 日)
部   1  1 0後

６
時
時
～
午
後
４
時

ル
本
京
京
子
さ

ん

（ａ
②
５
３
３
３
）

4月 分側溝消毒予定日

3窪日 町名など

1 5 日

1 8 日

1 9 日

20日

2 1 日

22B

25日

26日

27[∃

28日

金

周

火

水

本

金

月

火

水

木

杉戸町、笠柄町

熱日町 6、 8～ 10

熱田町小福井団地、)夕八団地

熱日町石原団地、内田町

長浜町 1～ 8

日脚町、大久保団地、周布町

治示□町 2、 3、 5、 津摩町、

西村町陽光台

国分町唐鐘 1～ 9

国分町 1～ 3、 唐鐘10、11、

下府町 4～ 6、 8

下府町 1～ 3、 上府町伊宙

(環境課)

曾
倒
∪

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
内
日

町
　
〕石
井
慎
二
　
▽
泊
和
町
　
土
井

〓貝
　
▽
後
野
町
　
松
尾
善
男
　
長
谷

川
智
　
▽
熱
日
町
　
安
岡

一
正
　
清

水
敏
普
　
▽
瀬
戸
ケ
島
町
　
和
泉
説

雄
　
▽
長
浜
町
　
中
本
眸
　
内
日
親

槌
　
▽
浅
井
町
　
岡
本
智
加
良
　
▽

日
橋
町
　
一二
浦
忠
幸
　
▽
黒
川
町

坂
野
昭
憲
　
山
本
嬉
子
　
▽
下
府
町

大
僻
浩
子
　
▽
長
沢
町
　
佐
々
本
光

博
　
川
原
好
子
　
▽
相
生
町
　
飯
日

俊
二
　
稲
垣
正
弘
　
▽
天
満
町
　
吉

日
房
市

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
相
生
３
＝
▽

相
生
町
　
飯
日
俊
二
　
〇
治
和
町
３

‐
ｌ
Ｈ
▽
治
和
町
　
土
井
貢
　
○
熱

田
１
‐
３
＝
▽
熱
日
町
　
小
川
義
港

○
熱
田
９
Ｈ
▽
熱
日
町
　
安
岡

一
正

○
長
沢
１
‐
３
＝
▽
長
沢
町
　
佐
々

本
光
博
　
○
笠
柄
ｌ
Ｈ
▽
熱
日
町

清
水
敏
普
　
○
長
浜
１
＝
▽
長
浜
町

中
本
眸
　
日
下
悟
　
○
長
浜
８
‐
１

＝
▽
長
浜
町
　
内
日
親
槌
　
○
京
町

＝
▽
京
町
　
和
日
竹
世
　
○
長
見
＝

▽
長
見
町
　
小
川
鎮
志
　
○
佐
野
＝

▽
佐
野
町
　
金
子
工
三
夫
　
○
久
代

＝
▽
久
代
町
　
椿
民
江
　
○
大
谷
下

＝
▽
西
村
町
　
堅
固
定
男
　
引
地
好

夫◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
久
畑
＝
▽
上

府
町
　
佐
々
本
昇
　
○
上
府
＝
▽
上

府
町
　
佐
々
木
昇
　
○
長
浜
＝
▽
熱

日
町
　
安
岡

一
正
　
○
久
代
＝
▽
久

代
町
　
椿
民
江
　
○
後
野
＝
▽
後
野

町
　
長
谷
川
智
　
○
津
摩
＝
▽
憂
知

県
西
春
日
井
郡
師
勝
町
　
米
谷
進

○
長
沢
＝
▽
長
沢
町
　
川
原
和
人

◎
か
な
ぎ
園
へ
　
▽
佐
野
町
　
市
子

原
敏
枝
　
▽
相
生
町

！
稲
垣
正
弘

◎
た
ん
ぱ
ぱ
の
里
へ
　
▽
相
生
町

飯
日
俊
二
　
▽
長
沢
町
　
佐
々
本
光

博◎
東
地
区
防
犯
協
会
へ
　
▽
長
沢
町

川
原
和
人

◎
原
町
連
合
会
へ
　
▽
原
町
　
］石
本

ヒ
デ
子

◎
美
川
苑
へ
　
▽
日
橋
町
　
一二
浦
忠

幸
　
▽
憂
知
県
西
春
日
井
郡
師
勝
町

米
谷
進

◎
浜
田
青
少
年
健
全
育
成
推
進
会
議

へ
　
▽
長
沢
町

◎
ぴ
ゅ
あ

ヘ

子

川
原
好

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
日
脚

保
育
園
保
護
者
会
　
▽
ダ
イ
ワ
石
油

の◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
相
生
３

１
１

＝
▽
相
生
町
　
島
日
整
理
　
藤
山
ノ

ブ◎
さ
わ
や
か
西
部
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ヘ
　
▽
治
和
町
　
土
井
貢

◎
や
ま
も
も
の
家
へ
　
▽
国
分
町

山
本
幸
則
　
▽
殿
町
　
浅
野
革
子

▽
新
町
　
石
倉
和
子

◎
緑
ヶ
丘
へ
　
▽
新
町
　
宇
川
篤
枝

▽
す
み
よ
し
洋
装
店

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
ひ
ま
わ
り
の
会

◎
市
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
原
井
小
学

校
　
▽
大
辻
町
　
河
日
竹
夫
　
▽
錦

町
　
神
山
典
之

◎
美
川
苑
へ
　
▽
美
川
幼
稚
園
　
▽

黒
川
町
　
坂
野
昭
徳

◎
市
へ
　
▽
浜
日
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

▽
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浜田市世界 こども美術館

浜田市野原町859-1(県 立大学となり)
■開館時間…午前9時30分～年後5時
■電話・“・0855-23-8451
■ホームページ…httpブ/fにh mirade.neJp/hama一b/

開
館
直
後
の
平
成
８
年
１２
月
か
ら

は
じ
ま
っ
た

「
こ
ど
も
美
術
館
」
の

連
載
も
な
ん
と
１
０
０
回
を
達
成
し

ま
し
た
。
つこ
れ
を
機
会
に
心
機

一
転
、

「
月
刊
！
こ
ど
も
美
術
館
」
と
改
め
、

毎

月

１
回
、
こ
ど

も
美

術
館

の

ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
＜
お
願
い
し
ま

す
。は

じ
め
ほ
展
覧
会
の
お
知
ら
せ
で

す
。
４
月
１６
日
働
よ
り
、
『謎
な
ぞ
美

術
展
』
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
　
　
　
・

こ
の
展
覧
会
ほ

”な
ぞ
な
ぞ
“
を

解
き
な
が
ら
、
現
代
美
術
作
品
区
秘

め
ら
れ
た

”謎
“
を
ひ
も
解
い
て
い

＜
楽
し
い
展
覧
会
で
す
。
本
物
そ
っ

＜
り
な
絵
画
や
彫
刻
、
意
外
な
素
材

を
使

っ
た
立
体
作
品
、
光
を
あ
て
現

れ
た
影
を
楽
し
お
不
思
議
な
作
品
な

ど
、
奇
想
天
外
の
作
品
が
ず
ら
り
と

登
場
し
ま
す
。

難
し
そ
う
に
思
え
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
作
品
に
ち
な
ん
だ

”な
ぞ

な
ぞ
“
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
解
き
な
が
ら
鑑
賞
す
る
と
隠

さ
れ
て
い
る
謎
が
解
き
あ
か
さ
れ
、

す
ん
な
り
と
納
得
で
き
る
こ
と
で

し
よ
う
。
新
し
い
感
覚
で
い
ろ
い
ろ

な
表
現
を
試
み
た
２０
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
作
品
約
５０
点
を
お
楽
し
み
＜

だ
さ
い
。

「現
代
美
術

っ
て
難
し
い
」
と
思

っ

て
い
る
人
、
「な
ぞ
な
ぞ
な
ら
誰
に
も

負
け
な
い
」
と
い
う
な
ぞ
な
ぞ
王
の

普
さ
ん
大
歓
迎
で
す
。
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
ど
来
館
＜
だ
さ
い
。

■
観
覧
料

一
般
　
５
０
０
円

（４
０
０
円
）

高
校

・
大
学
生
　
３
０
０
円

（２

０
０
円
）

小

・
中
学
生
　
２
０
０
円

（１
０

０
円
）

※
　

（
）
は
郷
人
以
上
の
団
体
料
金

※
　
５
月
５
日

分
こ
ど
も
の
国
）
は
、

小

・
中
学
生
の
観
覧
料
は
無
料
で

す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ぷ
る
ぷ
る
透
明
ロ
ー
ソ
ク
》

ゼ
リ
ー
み
を
い
な
手
ざ
わ
り
の
お

も
し
ろ
い
□
―
ソ
ク
を
つ
＜
る
よ
。

◎
５
月
１
日
０

・
３
日
側
～
５
日
閃

谷
不
バ
ネ
バ
モ
ン
ス
タ
ー
》

ど
ん
ど
ん
伸
び
る
不
思
議
な
物
体

「ネ
バ
モ
ン
」
づ
＜
り
に
挑
戦
だ
。

◎

５
月

７
日
０

・
８
日
⑩

・
１４
日

０

。
‐５
日
０

《
青
空
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
》

ビ

ニ
ー
ル
袋

で

つ
＜

る
パ

ラ

ン
ュ
ー
ド
は
、
風
区
る
わ
り
と
浮
か

ん
で
よ
＜
飛
ぶ
よ
。

◎
５
月
別
日
０

。
２２
日
９

・
２８
日

０

”
郷
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

※
　
ど
ち
ら
も
午
後
１
時
～
４
時
の

活
動
で
す
。
参
加
希
望
者
は
、
当

日
受
付
で
３
時
３０
分
ま
で
区
申
し

込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｂ
カ
フ
ェ

海
を
眺
め
な
が
ら
、
世
界
の
珍
し

い
飲
み
物
を
味
わ

っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

営
業
日
　
毎
週
土

・
日
躍
と
５
月
３

日
側
～
５
日
閃

時
間
　
午
前
１０
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
４
時

場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▲前原冬樹 《一刻 皮手帳》

■
お
や
こ
の
遊
ビ
バ
ー

ち
び

っ
こ
広
場
が
パ
ワ
ー
ア
ツ

プ
。
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
変
装
し

た
り
で
大
興
奮
！

靴
を
脱
い
で
楽

し
お
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
の
で
、
小
さ

な
お
友
達
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

日
時
　
４
月
郷
日
０
～
５
月
８
日
０

美
術
館
の
開
館
か
ら
閉
館
ま
で

場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

・
映
像

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

参
加
料
　
無
料

５
月
の
休
館
日

（周
躍
国
）
９
日

。
１６
日

・
２３
日

・

３０

日
※
　
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
ほ

休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

お
と
な
向
け
夜
間
講
座

受
講
生
募
集
！

今
年
度
も
、
大
人
気
の
陶
芸
講
座

と
木
工
講
座
を
開
謡
し
ま
す
。
初
心

者
大
歓
迎
で
す
の
で
、
気
軽
睦
参
加

し
て
＜
だ
さ
い
。

《
楽
し
い
陶
芸
》
（全
６
□
）

日
時
　
５
月
セ
日
内
、
１３
日
０
、
１９

国
内
、
郷
日
ω
、
６
月
１６
日
内
、

７
月
１４
日
肉

午
後
６
時
３０
分
～
９
時

定
員
　
１５
人

（先
着
順
）

受
講
料
　
４
、
０
０
０
円

講
師
　
岡
田
容
量
さ
ん

《
趣
味
の
木
工
》
（全
６
回
）

日
時
　
５
月
１２
日
い
、
１３
日
０
、
１９

日
内
、
郷
日
０
、
梵
日
い
、
野
日

０
　
午
後
６
時
３０
分
～
９
時

定
員
　
１５
人

（先
着
順
）

受
講
料
　
６
、
０
０
０
円

講
師
　
佐
々
木

一
美
さ
ん

※
　
参
加
申
し
込
み
は
４
月
１９
日
側

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

▲木工講座では、杉の一枚板を使った
テーブルをつくります。
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